
現
地
召
集
　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
砲
兵
川
添
部

隊
　 

鳥
取
県
　
香
川
亘
　 

―
香
川
さ
ん
は
倉
吉
市
生
れ
で
す
が
、
勤
務
地
は
何
処
だ
っ

た
の
で
す
か
。

私
は
、
今
は
倉
吉
市
に
な
っ
て
い
る
が
、
生
れ
た
時
は
東
伯

郡
上
小
鴨
村
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
大
正
十
年
十
月
二
十
三
日
に

生
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
他
の
人
と
違
っ
て
、
昭
和
十
二

年
八
月
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市
へ
行
っ

た
の
で
す
。

永
田
高
慶
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
、「
二
十
八
年
間
、
現
地
で

マ
ニ
ラ
麻
の
栽
培
な
ど
し
、
百
貨
店
や
自
動
車
会
社
な
ど
、
手

広
く
や
っ
て
い
る
滋
賀
県
出
身
の
、
古
川
義
三
と
い
う
人
の
会

社
で
働
か
な
い
か
」
と
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
戦

争
が
始
ま
る
ま
で
四
年
余
り
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、
日
本
軍
が
上
陸
占
領
し
、

海
軍
管
轄
で
敵
産
管
理
部
へ
入
っ
た
わ
け
で
す
。

軍
属
と
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
通
訳
や
道
案
内
な
ど
し
て
い
た
が
、
絶
え
ず
敵

の
敗
残
兵
が
出
没
、
毎
晩
の
よ
う
に
夜
襲
が
あ
り
、
一
度
に
七

人
も
戦
死
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
当
初
の
治
安
は
悪
か
っ
た
。

渡
河
は
橋
で
な
く
渡
し
船
だ
が
、
警
備
を
し
て
い
な
い
と
、

ゲ
リ
ラ
に
襲
わ
れ
た
り
妨
害
さ
れ
た
り
で
河
が
渡
れ
な
い
。

昼
は
部
落
の
討
伐
を
す
る
の
だ
が
、
あ
る
時
、
三
〇
名
で
マ

バ
ン
タ
オ
の
敵
兵
舎
を
占
領
し
焼
き
払
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
マ

バ
ン
タ
オ
兵
舎
へ
は
道
が
無
く
舟
で
行
っ
た
が
、
岸
か
ら
相
当

射
た
れ
た
。
河
の
カ
ー
ブ
の
所
は
渦
巻
い
て
、
河
底
ま
で
棹
が

届
か
ぬ
の
で
、
そ
こ
を
狙
い
射
ち
さ
れ
、
犠
牲
者
を
出
し
た
こ

と
も
あ
る
。

私
は
前
に
も
申
し
た
と
お
り
、
海
軍
管
轄
下
だ
っ
た
が
、
飛

行
場
が
爆
撃
で
穴
を
あ
け
ら
れ
る
と
、
飛
行
機
の
発
着
が
出
来

な
い
。
そ
こ
で
、
会
社
の
現
地
人
従
業
員
を
五
〇
人
く
ら
い
連

れ
て
行
っ
て
整
備
も
し
て
い
た
。
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
闘
な
ど
、
毎

日
だ
っ
た
の
で
、
軍
属
と
い
う
よ
り
軍
人
と
同
じ
勤
務
と
い
う

わ
け
で
す
。

―
大
正
十
年
生
れ
と
い
う
と
、
昭
和
十
七
年
徴
集
で
す
が
、



徴
兵
検
査
は
ど
こ
で
受
け
た
の
で
す
か
。

昭
和
十
八
年
ダ
バ
オ
市
で
受
け
ま
し
た
。
軍
属
で
遅
れ
た
わ

け
で
す
。
会
社
の
時
は
海
軍
だ
っ
た
が
、
入
営
は
陸
軍
で
、
現

地
召
集
兵
と
い
う
こ
と
で
す
。
ダ
バ
オ
市
内
の
カ
リ
ナ
ン
地
区

の
川
添
（
砲
兵
）
部
隊
、
大
隊
本
部
、
第
二
中
隊
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。
陸
軍
で
は
野
砲
兵
に
な
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
陸
軍
は
山
の
頂
上
に
陣
地
を
持
っ
て
い
た
。
米
軍
が

い
よ
い
よ
上
陸
し
た
の
で
、
日
本
軍
は
斬
込
隊
で
攻
撃
す
る
前

に
、
野
砲
の
砲
撃
命
令
が
出
た
。
川
添
部
隊
は
砲
撃
す
る
の
が

任
務
だ
か
ら
、
日
本
歩
兵
の
進
路
を
砲
撃
し
た
。「
攻
撃
止
め
」

で
歩
兵
が
突
っ
込
ん
で
い
く
。
い
わ
ゆ
る
歩
砲
連
合
の
攻
撃
で

す
。ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
陣
地
の
辺
り
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ば
か
り
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
上
陸
し
た
の
は
、
海
岸
の
私
た
ち
の
本
社
「
古
川
拓

殖
」
の
近
く
だ
っ
た
。
米
軍
は
相
当
多
い
兵
力
だ
っ
た
。
そ
の

時
に
は
、
日
本
軍
の
飛
行
場
は
爆
撃
さ
れ
、
飛
行
機
は
無
く
な

り
、
飛
行
兵
は
飛
ぶ
飛
行
機
が
無
く
、
地
上
軍
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
川
添
部
隊
の
野
砲
は
、
山
頂
か
ら
米
軍
通
路
を
砲
撃
し
た
。

川
添
部
隊
へ
は
、
私
は
途
中
か
ら
入
隊
し
た
の
で
兵
力
は
良
く

判
ら
な
い
が
、
入
隊
前
に
戦
死
し
た
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
で
も
当
時
、
一
〇
〇
名
や
一
五
〇
名
で
は
な
く
、
も
っ
と
い

た
よ
う
に
思
う
。
砲
は
一
個
中
隊
に
三
門
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
、

陣
地
は
点
々
と
し
て
お
り
、
私
は
他
の
隊
が
ど
の
く
ら
い
だ
っ

た
か
を
見
て
い
な
い
。

我
々
の
砲
隊
は
壕
を
掘
っ
て
、
砲
の
体
が
隠
れ
る
よ
う
に
し

て
あ
り
、
弾
薬
な
ど
の
壕
も
あ
っ
た
。
砲
を
射
っ
た
時
は
ほ
と

ん
ど
夜
だ
っ
た
。
昼
間
射
っ
て
位
置
が
判
っ
て
し
ま
う
。
射
つ

と
爆
煙
は
直
ぐ
に
は
消
え
な
い
か
ら
だ
。
砲
と
米
軍
陣
地
の
中

間
に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
森
林
が
あ
っ
て
、
夜
だ
と
発
射
の
光
は

良
く
見
え
な
い
。

毎
日
、
川
添
部
隊
の
砲
撃
が
あ
る
の
で
、
敵
も
兵
舎
に
寝
る

こ
と
が
出
来
ず
、
夜
は
壕
の
中
に
い
た
と
、
歩
兵
の
人
が
言
っ

て
い
た
。
ま
た
、
自
動
車
の
ス
プ
リ
ン
グ
で
軍
刀
を
作
り
、
そ

れ
を
斬
込
隊
で
使
っ
た
と
も
聞
い
た
。

―
米
軍
上
陸
か
ら
戦
闘
を
続
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
終

戦
は
何
時
頃
知
っ
た
の
で
す
か
、
ま
た
そ
の
後
は
ど
ん
な

生
活
を
し
ま
し
た
か
。



昭
和
十
九
年
八
月
以
来
一
ヵ
年
以
上
戦
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
昭
和
二
十
年
九
月
十
五
日
俘
虜
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の

時
、
昼
間
歩
■
に
立
っ
て
い
た
ら
、
一
人
の
日
本
人
が
先
頭
に

立
っ
て
、
米
軍
が
三
名
程
山
の
下
か
ら
登
っ
て
来
た
。

大
き
な
声
で
「
自
分
達
は
戦
闘
に
来
た
の
で
は
な
い
、
宣
撫

に
来
た
も
の
で
、
皆
を
下
山
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
来
た
の
だ
」

と
い
う
。
そ
こ
で
、
直
ぐ
後
方
へ
連
絡
し
た
ら
、
皆
が
来
て
、

日
本
人
か
ら
詳
し
く
聴
い
た
ら
「
沢
山
の
日
本
軍
が
来
て
い
る
」

と
言
う
の
で
、
下
山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

敵
か
ら
取
っ
た
■
銃
な
ど
は
穴
を
掘
っ
て
埋
め
、
ま
た
我
軍

の
兵
器
も
全
部
埋
め
、
着
の
み
着
の
ま
ま
、
無
腰
で
山
を
降
り

て
い
っ
た
。

九
月
十
五
日
か
ら
十
月
初
め
ま
で
収
容
所
に
い
て
、
出
港
は

十
月
頃
だ
っ
た
が
、
一
週
間
ぐ
ら
い
で
帰
国
し
、
十
二
月
三
日

宇
品
に
上
陸
し
た
。

―
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
で
、
良
く
毎
事
に
、
ま
た
早
く
帰
れ
ま

し
た
ね
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
の
想
い
出
や
、
帰
国
後
の
こ
と

を
話
し
て
下
さ
い
。

川
添
部
隊
の
砲
陣
地
は
よ
く
奪
わ
れ
な
か
っ
た
。
米
軍
は
海

岸
に
陣
地
を
占
領
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
我
々

の
い
た
所
は
山
奥
で
人
は
住
ん
で
い
な
い
。
日
本
人
は
勿
論
、

現
地
人
も
ほ
と
ん
ど
海
岸
付
近
だ
け
に
住
ん
で
い
た
。

ル
ソ
ン
島
と
違
い
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
は
未
開
だ
っ
た
。
私
も

古
川
拓
殖
経
営
の
マ
ダ
ウ
ム
の
二
、
〇
〇
〇
町
歩
の
農
場
に
い

た
が
、
こ
れ
も
海
岸
で
あ
る
。
そ
の
他
の
農
場
も
方
々
に
点
々

と
あ
っ
た
が
、
山
奥
に
は
な
く
海
岸
付
近
だ
っ
た
。

戦
争
中
の
食
糧
は
野
生
植
物
、
木
の
実
、
バ
ナ
ナ
等
だ
っ
た
。

夜
、
木
の
実
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
現
地
人
が
逃
げ
た
跡
の
物

を
徴
発
に
い
っ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
は
、
他
の
地
域
と
違
い
幸
せ

だ
っ
た
が
、
夜
出
動
す
る
と
、
衣
服
も
靴
の
中
も
夜
露
で
、
雨

降
り
の
時
と
同
様
に
濡
れ
る
。

川
添
部
隊
は
歩
兵
で
な
い
の
で
、
敵
と
直
接
攻
め
合
わ
な
か

っ
た
し
、
空
襲
も
直
接
受
け
な
か
っ
た
。
砲
兵
陣
地
が
空
か
ら

見
え
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
海
岸
か
ら
も
相
当
離

れ
て
い
て
、
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
途
中
と
い
う
か
中
間
に

深
い
森
林
が
あ
り
、
道
路
も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

私
は
海
軍
軍
属
の
時
、
日
本
軍
の
陣
地
間
の
直
線
道
路
を
方

々
、
あ
ち
こ
ち
測
量
し
た
。
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ア



ポ
山
の
頂
上
ま
で
測
量
し
た
。
そ
こ
は
現
地
人
も
知
ら
ぬ
所
だ

と
思
う
。
苔
が
腰
の
辺
ま
で
深
く
生
え
て
い
て
、
苔
の
所
へ
行

く
と
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
尾
根
に
あ
る
鹿
の
道
を
歩
い
た

の
で
す
。
頂
上
に
は
鹿
以
外
に
は
鳥
も
蟻
も
蛇
も
い
な
か
っ
た
。

帰
国
し
て
直
ぐ
に
大
阪
へ
働
き
に
出
て
鉄
道
産
業
株
式
会
社

に
叔
父
の
ツ
テ
で
勤
務
、
そ
の
後
、
中
山
製
鋼
関
係
の
会
社
で

働
い
た
が
、
肺
浸
潤
に
患
り
退
職
し
ま
し
た
。
私
は
無
理
な
労

働
も
出
来
な
い
、
病
気
も
南
方
で
の
勤
務
が
影
響
し
て
い
た
ら

し
い
が
、
思
案
の
末
、
大
阪
と
和
歌
山
の
理
容
師
の
免
許
を
取

り
、
現
在
も
理
髪
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
の
兵
籍
は
現
地
召
集
の
た
め
か
県
に
無
い
。
川
添
部
隊
の

こ
と
も
戦
友
の
こ
と
も
良
く
判
ら
な
い
。
戦
中
の
こ
と
を
メ
モ

し
た
帳
面
を
山
を
降
り
る
時
埋
め
て
来
た
の
で
、
何
と
か
戦
友

を
捜
し
た
い
。
川
添
部
隊
長
の
階
級
は
砲
兵
大
佐
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
と
に
か
く
、
復
員
の
時
は
米
軍
の
船
だ
っ
た
が
、

同
じ
部
隊
の
人
が
一
〇
〇
名
ぐ
ら
い
一
緒
だ
っ
た
。

【
追

記
】

一
、
戦
前
の
現
地
勤
務

勤
務
地
と
企
業

昭
和
十
二
年
八
月
十
五
日
、
比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市

古
川
拓
殖
㈱
（
本
社
＝
ダ
リ
ア
オ
ン
地
区
）
所
有
農
場
の

ラ
サ
ン
地
区
農
場
（
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
）
に
勤
務
。

昭
和
十
七
年
三
月
頃
、
マ
ダ
ウ
ム
農
場
（
麻
栽
培
）
勤
務
。

マ
ダ
ウ
ム
農
場
は
麻
栽
培
の
農
場
で
、
現
地
労
働
者
の
食

糧
の
た
め
、
野
菜
、
サ
ツ
マ
芋
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
米（
陸

稲
）

、
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
及
び
椰
子
園
の
管
理
、
養
豚
等

を
行
い
、
ま
た
、
海
に
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
漁
獲
用
ヤ
ナ

を
設
置
し
、
毎
日
沢
山
の
魚
を
採
っ
た
。

ヤ
ナ
に
は
、
時
に
は
鯨
が
入
り
、
捕
獲
し
て
マ
サ
カ
リ
で

処
理
し
た
り
、
ジ
ュ
バ
ン
鮫
は
皮
が
硬
く
槍
で
も
銃
で
も

び
く
と
も
せ
ず
、
満
潮
時
に
逃
げ
ら
れ
る
、
等
の
こ
と
が

あ
っ
た
。
戦
争
の
初
期
に
は
海
軍
に
マ
ニ
ラ
麻
を
沢
山
出

荷
し
、
サ
ツ
マ
芋
は
一
年
中
で
き
る
た
め
海
軍
の
船
舶
で

他
の
島
に
も
送
ら
れ
た
。

働
い
て
い
る
人
は
日
本
人
の
社
員
は
二
〇
名
、
現
地
の
労

働
者
は
六
〇
〇
名
、
そ
の
家
族
を
含
め
て
約
二
、
五
〇
〇

名
が
い
た
。

二
、
開
戦
時



昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日
、
比
島
の
現
地
兵
隊
に
よ
り
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
の
日
本
人
全
員
は
、
男
子
は
ダ
バ
オ
市
の
小
学
校
、

中
学
校
に
隔
離
収
容
し
、
女
性
は
別
の
建
物
に
収
容
さ
れ
た
。

食
事
は
一
日
に
御
飯
大
ス
プ
ー
ン
で
一
杯
だ
け
、
そ
の
御
飯

も
大
豆
と
米
が
半
々
で
、

十
二
月
二
十
六
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

そ
の
間
、
五
日
間
ぐ
ら
い
、
若
年
の
元
気
な
者
約
二
〇
名
は
、

日
本
軍
機
の
爆
弾
に
よ
り
大
き
い
穴
を
明
け
ら
れ
た
飛
行
場
の

滑
走
路
の
穴
埋
め
作
業
に
引
っ
張
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

十
二
月
二
十
六
日
、
日
本
軍
の
上
陸
が
始
ま
る
と
、
我
々
が
逃

亡
し
な
い
よ
う
に
鉄
城
網
を
張
り
監
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
頃
に
は
、
銃
声
が
聞
こ
え
だ
し
、
現
地
人
の
兵
隊
に
尋

ね
る
と
、
軍
隊
の
演
習
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
三
時
間

ほ
ど
経
過
し
た
こ
ろ
、
前
方
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
を
戦
車
が

通
過
し
だ
し
た
。
戦
車
の
マ
ー
ク
が
「
日
の
丸
だ
」
と
か
「
赤

十
字
マ
ー
ク
だ
」
と
か
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
、
監
視
兵
か
ら

「
皆
、
部
屋
に
入
っ
て
窓
を
占
め
ろ
」
と
命
令
さ
れ
た
。

間
も
な
く
飛
行
機
が
盛
ん
に
飛
び
始
め
た
の
で
少
し
窓
を
明

け
て
戸
外
を
見
る
と
、
す
で
に
監
視
兵
は
一
人
も
い
な
く
な
っ

て
お
り
、
全
員
で
、
声
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
「
日
本
軍
が
上
陸

し
た
の
だ
」
と
グ
ラ
ン
ド
に
一
斉
に
飛
び
だ
し
ま
し
た
。

こ
の
上
陸
部
隊
は
海
軍
の
入
船
部
隊
で
し
た
。

三
、
川
添
部
隊
入
隊
と
復
員
ま
で

昭
和
十
八
年
七
月
、
ダ
バ
オ
市
で
徴
兵
検
査
を
受
け
、
現
地

邦
人
で
同
時
に
入
隊
し
た
の
は
一
一
名
、
十
日
ば
か
り
し
て
一

等
兵
に
進
級
し
た
。
私
は
、
一
〇
名
を
引
率
、
各
小
隊
長
、
中

隊
長
、
大
隊
長
舎
に
行
き
、
進
級
の
申
告
を
し
た
。

終
戦
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
十
四
日
、
海
抜
三
、

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ア
ポ
山
麓
の
陣
地
で
歩
■
に
立
っ
て
い
た

と
き
で
、
そ
の
後
、
武
器
、
弾
薬
、
測
量
器
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
、

コ
ン
パ
ス
な
ど
全
部
を
埋
め
て
下
山
し
た
。

古
川
拓
殖
㈱
の
広
場
の
捕
虜
収
容
所
で
は
、
捕
虜
キ
ャ
ン
プ

へ
の
水
道
工
事
の
使
役
に
選
抜
さ
れ
、
米
軍
の
中
尉
と
一
緒
に

配
管
工
事
を
行
っ
た
。
ま
た
精
米
作
業
な
ど
も
行
っ
た
。
そ
の

中
尉
は
人
情
味
厚
く
、
懇
ろ
な
人
で
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
復

員
一
番
船
に
乗
船
さ
せ
て
戴
い
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

船
中
で
は
ミ
ス
・
サ
ル
ゼ
ン
ト
（
炊
事
係
）
も
し
た
。




